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Understanding aerosol effects on the earth radiation balance requires their optical properties not only over lands, but also over 
ocean. Since observation in the marine boundary layer is restricted, periodical shipboard aerosol measurements play important 
roles. Therefore, We made analyses the solar radiation data observed with a sky radiometer onboard R/V Shirase from JARE 
42 to 47. We obtained spatiotemporal characteristics of maritime aerosols between Japan and Australia in JARE42 (from 2000 
to 2001), JARE44 (from 2002 to 2003), JARE45 (from 2003 to 2004), JARE46 (from 2004 to 2005), and JARE47 (from 2005 










	 南極観測船「しらせ」は例年、11 月中旬から翌年の 2 月ないしは 4 月までの期間に日本と南極大陸間を航海す
る。「しらせ」には海上エアロゾルに関する観測測器が多数設置されており、長期にわたりエアロゾルの船上観
測が行われている（Yabuki	 et	 al.,	 2003;	 Shiobara	 et	 al.,	 2007）。本研究では、「しらせ」搭載のスカイラ
ジオメータ観測データから、海洋エアロゾルの粒径分布について調べた。尚、解析期間は 2000 年 11 月（第 42 次
日本南極地域観測隊,	 42nd	 Japanese	 Antarctic	 Research	 Expedition:	 JARE42）から 2006 年 4 月（JARE47）で
ある。	 







（2003 年 11 月 14 日	 03:15:47	 UTC）と、海洋起源であるが、
観測地点周辺の砂漠地域の影響を受けていると考えられる領
域 C（2000 年 11 月 24 日	 09:47:50	 UTC）における粒径分布
を図 1 に示す。	 
	 図 1 より、2003 年 11 月 14 日 03:15:47	 UTC における領域
A では 0.1〜0.2	 μm 付近にピークがあることが分かる。この
ことから、硫酸塩のような微小粒子が存在していたと考えら
れる。また、2000 年 11 月 24 日 09:47:50	 UTC における領域




	 2000 年 11 月から 2006 年 4 月における南極観測船「しら
せ」搭載のスカイラジオメータ観測データから得られたエア
ロゾルの粒径分布について調べた。その結果、領域 A：太平
Figure 1. Size distribution of aerosols. Solid line: over Pacific 
ocean at 03:15:47 on November 14, 2003. Dashed line: over 
the ocean around western Australia at 09:47:50 on November 







観測に携わられた第 42 次から 47 次南極地域観測隊の関係者の皆様に御礼申し上げます。	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